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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
天井墨出し線引器において、墨壺（１），保持具（２），糸引具（３），そして天井取付
用針部材（４）から成り，該墨壺は，取出先端部（１ｅ）から出し入れ自在な墨糸（１ｆ
）を巻張して収納する手段を有し，該保持具は，伸縮自在な伸縮部（２ｂ）端部に設けた
取付部（２ｄ）に該墨壺下部の支持部材（１ｂ）を固定し，所定の長さで固定自在な止部
（２ｃ）を有する該伸縮部の他端部に出し入れ自在な筒形状の握部（２ａ）を有し，該糸
引具は，該墨糸が通るリング（３ｆ）に引糸（３ｅ）端部を固定し，該保持具に止部材（
３ｃ）を用いて固定され，先端が可動自在な連通管を通じて該引糸を通し，該引糸の他端
部を該握部近傍で引っ張り操作可能とし，そして該天井取付用針部材は，扇形円盤形状の
基盤（４ａ）の扇形開口角度（θ）が少なくとも９０度以上であって，該基盤中心部に中
心固定針（４ｂ）を設け，周囲に複数の補助固定針（４ｃ）を配設し，該基盤中心部に，
該墨糸の端部を固着すると共に，取外用紐部材（４）の端部を固着し，所定の長さの該取
外用紐部材の他端部に重り（４ｅ）を固着して構成する事を特徴とする天井墨出し線引器
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は，一人で容易に天井に墨出し線引できる，軽量で簡便な天井墨出し線引器に関す
る。
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【０００２】
【従来の技術】
従来技術の天井墨出し線引器は，特に専用に軽量で簡便な天井墨出し線引器はなく，通常
の床や側面に墨出し線引を行う，墨壺を用い，線引開始点（Ｉ）と線引終了点（Ｆ）下に
，それぞれ脚立を立設し，二名の作業者が昇降し，該二点間に通常の床面墨出し線引と同
様な方法で，墨出し線引をしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来技術の天井墨出し線引は，通常の墨壺を用い，線引開始点（Ｉ）と線引終了点（Ｆ）
下に，それぞれ脚立を立設し，二名の作業者が昇降し，該二点間に通常の床面墨出し線引
と同様な方法で，墨出し線引をしていたので，本作業は，労力と時間を要すると共に，落
下等の危険の恐れがあり，安全性が保証できない問題点があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記の問題点を解決するために，本発明の天井墨出し線引器は，墨壺，保持具，糸引具，
そして天井取付用針部材から成り，軽量で簡便に，一人で墨出し線引を行う，該天井墨出
し線引器を提供する事を特徴とする。
【０００５】
【発明の実施の形態】
本発明の天井墨出し線引器は，墨壺，保持具，糸引具，そして天井取付用針部材から成り
，該墨壺は，取出先端部から出し入れ自在な墨糸を巻張して収納する手段を有し，該保持
具は，伸縮自在な伸縮部端部に設けた取付部に該墨壺下部の支持部材を固定し，所定の長
さで固定自在な止部を有する該伸縮部の他端部に出し入れ自在な筒形状の握部を有し，該
糸引具は，該墨糸が通るリングに引糸端部を固定し，該保持具に止部材を用いて固定され
，先端が可動自在な連通管を通じて該引糸を通し，該引糸の他端部を該握部近傍で引っ張
り操作可能とし，そして該天井取付用針部材は，扇形円盤形状の基盤の扇形開口角度（θ
）が少なくとも９０度以上であって，該基盤中心部に中心固定針を設け，周囲に複数の補
助固定針を配設し，該基盤中心部に，該墨糸の端部を固着すると共に，取外用紐部材の端
部を固着し，所定の長さの該取外用紐部材の他端部に重りを固着して構成する事を特徴と
する。
【０００６】
本発明の天井墨出し線引器の使用方法は，該天井墨出し線引器の収納状態から，握部を手
で持って，取出先端部が十分天井に届くように，保持具の伸縮部を延ばし，止部で所定の
長さに固定し，次に，該取出先端部のリングを介して，巻張した墨糸端部に固着した天井
取付用針部材の基盤の中心固定針を，該天井上の所定の線引開始点（Ｉ）に差し込み，該
線引開始点（Ｉ）の位置決めを行い，そして該取出先端部を，該天井上の所定の線引終了
点（Ｆ）に位置決めを行い，該線引開始点（Ｉ）と線引終了点（Ｆ）間に該墨糸を張設し
，先端が可動自在な連通管を用いて，該リングの位置を，該線引開始点（Ｉ）と線引終了
点（Ｆ）との中間近傍に移し，次に該握部近傍で引糸端部を下方向に引くことにより，該
引糸の他端部に固着した該リングを下方向に引っ張り，張設した該墨糸を該天井面に対し
て弾くことにより，該線引開始点（Ｉ）と線引終了点（Ｆ）間の天井面上に，軽量で簡便
に，一人で墨出し線引を行う事を特徴とする。
【０００７】
本発明の天井墨出し線引器の使用方法において，使用状態の該天井墨出し線引器を収納状
態にするには，天井取付用針部材の基盤を，取外用紐部材の端部を下に引っ張ることによ
り，天井から取り外すと，墨糸の巻張作用による自動巻取り手段により，該基盤は自動的
に取出先端部近傍に移動し，止部を解除することにより，保持具の伸縮部を完全に握部内
に収納すると共に，可動自在な連通管を該保持具に沿わせることにより，該収納状態を確
保する事が出来る。
【０００８】
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本発明の天井墨出し線引器において，墨壺の取出先端部から出し入れ自在な墨糸を巻張し
て収納する手段として，墨壺本体内部に，糸巻に所定の長さの該墨糸を巻き付け，墨粉体
を内蔵する該墨壺本体内部に，弾性を有するゼンマイ部材等を用いて，該糸巻を所定の回
転方向に巻張し，軸着して成る，市販の該墨壺本体を使用する事も出来る。
【０００９】
本発明の天井墨出し線引器において，保持具の伸縮自在な伸縮部は，複数段から成る伸縮
部を用いる事も出来る。
【００１０】
本発明の天井墨出し線引器において，保持具の伸縮部端部に設けた取付部は，墨壺の支持
部材と，一体化して形成する事も出来る。
【００１１】
本発明の天井墨出し線引器において，糸引具の先端が可動自在な連通管として，フレキと
も呼ぶ，自在筒部材を用い，該連通管の中間部に配設する伸縮自在な伸縮部として，伸縮
筒体を用い，該連通管の基部として筒体を使用し，そして該基部を止部材を用いて，保持
具の握部に固定し，また該伸縮筒体上部を止部材を用いて，該保持具の伸縮部上部にに固
定し，該連通管に引糸を通し，該基部下端部から引き出した該引糸端部にストッパを取り
付けて用いる事も出来る。
【００１２】
本発明の天井墨出し線引器において，天井取付用針部材の扇形円盤形状の基盤の扇形開口
角度（θ）を９０度以上に採ることにより，基盤の中心固定針を，天井上の所定の線引開
始点（Ｉ）に差し込み位置決めし，該線引開始点（Ｉ）を矩形の隅部を始点とする，隣接
する矩形の二辺を，該基盤の再位置決めをすることなく，同時に墨出し線引する事が出来
る。
【００１３】
本発明の天井墨出し線引器において，糸引具の先端が可動自在な連通管とすることにより
，リングの位置を，線引開始点（Ｉ）と線引終了点（Ｆ）との中間近傍に移し易くする作
用を有し，効果的に墨出し線引する作用を持つ。
【００１４】
【実施例】
この発明の実施例の図面において，図１は，天井墨出し線引器の使用状態の一部欠載概略
説明用側面図である。図２は，天井墨出し線引器の収納状態の一部欠載概略説明用側面図
であり，そして図３は，その天井取付用針部材の，（Ａ）は一部欠載拡大平面図，（Ｂ）
は一部欠載拡大側面図である。
【００１５】
この発明の実施例を以下説明すると，天井墨出し線引器は，図１に示すように，墨壺（１
），保持具（２），糸引具（３），そして天井取付用針部材（４）から成り，該墨壺は，
取出先端部（１ｅ）から出し入れ自在な墨糸（１ｆ）を巻張して収納する手段を有し，該
保持具は，伸縮自在な伸縮部（２ｂ）端部に設けた取付部（２ｄ）に該墨壺下部の支持部
材（１ｂ）を固定し，所定の長さで固定自在な止部（２ｃ）を有する該伸縮部の他端部に
出し入れ自在な筒形状の握部（２ａ）を有し，該糸引具は，該墨糸が通るリング（３ｆ）
に引糸（３ｅ）端部を固定し，該保持具に止部材（３ｃ）を用いて固定され，先端が可動
自在な連通管を通じて該引糸を通し，該引糸の他端部を該握部近傍で引っ張り操作可能と
し，そして該天井取付用針部材は，図３に示すように，扇形円盤形状の基盤（４ａ）の扇
形開口角度（θ）が少なくとも９０度以上であって，該基盤中心部に中心固定針（４ｂ）
を設け，周囲に複数の補助固定針（４ｃ）を配設し，該基盤中心部に，該墨糸の端部を固
着すると共に，取外用紐部材（４）の端部を固着し，所定の長さの該取外用紐部材の他端
部に重り（４ｅ）を固着して構成する事を特徴とする。
【００１６】
本発明の実施例の天井墨出し線引器の使用方法は，図２に示すような該天井墨出し線引器
の収納状態から，握部（２ａ）を手で持って，取出先端部（１ｅ）が十分天井（５）に届
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くように，保持具（２）の伸縮部（２ｂ）を延ばし，止部（２ｃ）で所定の長さに固定し
，次に図１に示すように，該取出先端部のリング（３）を介して，巻張した墨糸（１ｆ）
端部に固着した天井取付用針部材（４）の基盤（４ａ）の中心固定針（４ｂ）を，該天井
上の所定の線引開始点（Ｉ）に差し込み，該線引開始点（Ｉ）の位置決めを行い，そして
該取出先端部を，該天井上の所定の線引終了点（Ｆ）に位置決めを行い，該線引開始点（
Ｉ）と線引終了点（Ｆ）間に該墨糸を張設し，先端が可動自在な連通管を用いて，該リン
グの位置を，該線引開始点（Ｉ）と線引終了点（Ｆ）との中間近傍に移し，次に該握部近
傍で引糸（３ｅ）端部を下方向に引くことにより，該引糸の他端部に固着した該リングを
下方向に引っ張り，張設した該墨糸を該天井面に対して弾くことにより，該線引開始点（
Ｉ）と線引終了点（Ｆ）間の天井面上に，一人で墨出し線引を行う事を特徴とする。
【００１７】
本発明の実施例の天井墨出し線引器において，墨壺（１）の取出先端部（１ｅ）から出し
入れ自在な墨糸（１ｆ）を巻張して収納する手段として，図２に示すように，墨壺本体（
１ａ）内部に，糸巻（１ｃ）に所定の長さの該墨糸を巻き付け，墨粉体（１ｇ）を内蔵す
る該墨壺本体内部に，弾性を有するゼンマイ部材等を用いて，該糸巻を所定の回転方向に
巻張し，軸着して成る，市販の該墨壺本体を使用した。
【００１８】
本発明の実施例の天井墨出し線引器において，保持具（２）の伸縮自在な伸縮部（２ｂ）
による，伸縮幅は，約５０─１００ｃｍとし，そして筒形状の握部（２ａ）の外径は約３
ｃｍを採用した。
【００１９】
本発明の実施例の天井墨出し線引器において，保持具（２）の伸縮部（２ｂ）端部に設け
た取付部（２ｄ）は，上方向に開口部を有するお碗形とし，該開口部に，墨壺（１）の支
持部材（１ｂ）を挿入し，螺子着固定した。
【００２０】
本発明の実施例の天井墨出し線引器において，糸引具（３）の先端が可動自在な連通管と
して，フレキとも呼ぶ，金属製の長さ約２０ｃｍの自在筒部材（３ｄ）を用い，該連通管
の中間部に配設する伸縮自在な伸縮部として，金属製筒形状の伸縮筒体（３ｂ）を用い，
該連通管の基部（３ａ）として，金属製筒体を使用し，そして該基部を止部材（３ｃ）を
用いて，保持具（２）の握部（２ａ）に固定し，また該伸縮筒体上部を止部材（３ｃ）を
用いて，該保持具の伸縮部（２ｂ）上部にに固定し，該連通管に引糸（３ｅ）を通し，該
基部下端部から引き出した該引糸端部にストッパ（３ｇ）を取り付けて用いた。
【００２１】
本発明の実施例の天井墨出し線引器において，天井取付用針部材（４）の扇形円盤形状の
基盤（４ａ）は，図３に示すように，その厚みを３ｍｍとし，直径：３０ｍｍ，扇形開口
角度（θ）＝１２０度を採用し，そして針径：約１ｍｍとし，中心固定針（４ｂ）の長さ
：約１０ｍｍ，補助固定針（４ｃ）の長さ：約５ｍｍを用い，３本の該補助固定針を中心
固定針の周囲に配設した。
【００２２】
【発明の効果】
本発明は，以上説明した様な形態で実施され，以下に記載される様な効果を有する。
【００２３】
本発明の天井墨出し線引器は，握部を手で持って，軽量で簡便に，一人で墨出し線引を行
うので，労力と時間を要せず，省力化が図られと共に，安全に作業ができる効果を有する
。
【００２４】
本発明の天井墨出し線引器は，天井取付用針部材の扇形円盤形状の基盤の扇形開口角度（
θ）を９０度以上に採ることにより，基盤の中心固定針を，天井上の所定の線引開始点（
Ｉ）に差し込み位置決めし，該線引開始点（Ｉ）を矩形の隅部を始点とする，隣接する矩
形の二辺を，該基盤の再位置決めをすることなく，同時に墨出し線引する事が出来る。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示す，天井墨出し線引器の使用状態の一部欠載概略説明用側面
図。
【図２】本発明の実施例を示す，天井墨出し線引器の収納状態の一部欠載概略説明用側面
図。
【図３】本発明の実施例を示す，天井墨出し線引器の天井取付用針部材の，（Ａ）は一部
欠載拡大平面図，（Ｂ）は一部欠載拡大側面図。
【符号の説明】
１　　墨壺
１ａ　墨壺本体
１ｂ　支持部材
１ｃ　糸巻
１ｄ　出口部
１ｅ　取出先端部
１ｆ　墨糸
１ｇ　墨粉体
２　　保持具
２ａ　握部
２ｂ　伸縮部
２ｃ　止部
２ｄ　取付部
３　　糸引具
３ａ　基部
３ｂ　伸縮筒体
３ｃ　止部材
３ｄ　自在筒部材
３ｅ　引糸
３ｆ　リング
３ｇ　ストッパ
４　　天井取付用針部材
４ａ　基盤
４ｂ　中心固定針
４ｃ　補助固定針
４ｄ　取外用紐部材
４ｅ　重り
５　　天井
Ｉ　　線引開始点
Ｆ　　線引終了点
θ　　基盤扇形開口角度
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